














の 18歳人口が減少に転じている中，次年度は 260 校を越えます．また，今年度は，看護学士教育に
おけるコア・アリキュラムが公表され，まもなく看護学領域の分野別認証制度も開始される予定です．
これらの変化は，少産多死時代を迎え，社会が看護師の量的確保と質の保証の両方を求めていること
を反映したものであると言えます．また，多数の看護系大学の中から，若者に「選ばれる大学」であ
るためには，看護学教育の質や看護教員の質の向上が課題である，と言っても過言ではないと考えます．
ところで，査読は原則として 2回としておりますが，例年，再々査読を希望される査読者がおられ
ます．その結果，修正さらに査読となり入稿時期が遅れることがありました．そこで，今年度は査読
は２回を厳守し，編集作業の迅速化を図りました．また，未発表の学位論文をお持ちの方のために，
学位論文の場合はできるだけ採用の方向で検討しました．看護学科紀要は，皆様の研究論文の発表に
貢献するため，これからも改善を進めてまいりますので，お気づきのことがあれば遠慮なく委員にお
知らせください．
最後になりましたが，発刊に際してご尽力いただいた全ての皆様，また本刊をお読みいただいてい
る皆様に，心より御礼申し上げます．
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